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新カラーバリエーションが登場。 
ロイヤルエンフィールド、⽇本市場向け 2026 年モデル

「HUNTER 350」に斬新な新⾊を追加。  

l 「HUNTER )*+」から、印象的な新⾊ Graphite Grey(グラファイト‧グレイ)が登場。 
l Graphite Grey(グラファイト‧グレイ)のメーカー希望⼩売価格は、X*+,Z++ 円（税込）。本⽇

X ⽉ Z* ⽇(⽉)より予約注⽂の受付を開始。 
 

2026 年 6 ⽉ 15 ⽇：中型モーターサイクルセグメントのグローバルリーダーであるロイヤルエンフィ
ールドは、2026 年モデル「HUNTER 350(ハンター‧サンゴーマル)」のラインナップを拡充。新たに
「Graphite Grey(以下、グラファイト‧グレイ」カラーを追加し、2026 年 6 ⽉ 22⽇(⽉)より⽇本全国
のロイヤルエンフィールド正規販売店にて受注を開始いたします。 

  



  

 

この新しいカラーバリエーションの導⼊により、ロイヤルエンフィールドは、拡⼤を続ける HUNTER
シリーズのコミュニティ「ハンター‧トライブ」の輪をさらに拡⼤させ新たなライダーを迎え⼊れま
す。ます。ブランドが掲げる「Pure Motorcycling（ピュア‧モーターサイクリング）」のスタイルと
体験を、都市部にとどまらず、より幅広い層のライダーへ届けていきます。 
 
都市のリズムに合わせて設計され、世界中のクールな街並みにインスピレーションを得て設計された
「ハンター 350」。この軽量かつ軽快でスタイリッシュなその姿は、新世代のライダーをロイヤルエン
フィールドの世界へと導いています。彼らが求めているのは、単なる都市移動ではありません。街とオ
ートバイを通じて⾃分らしさを表現しています。  

 
アジア太平洋地域事業責任者である Manoj Gajarlawar (マノジ‧ガジャルワール) は、HUNTER 350 の
新しいカラーバリエーションについて次のように述べています。 
 
「HUNTER 350 は、シンプルさ、使いやすさ、そして相棒としてのオートバイに強いアイデンティテ
ィを求める新世代のライダーたちから、引き続き⼤きな⽀持を得ています。新たに追加したグラファイ
ト‧グレイは、より幅広いライダー層に親しみやすいプラットフォームを維持しつつ、⽇常的な魅⼒を
⾼めることで、ハンター350 の魅⼒をさらに強化しました。これにより、HUNTER シリーズは⽇本全
国でその存在感をさらに広げていくことでしょう。またグラファイト‧グレイは、HUNTER 350 を選
ぶライダーたちの⽂化、個性、そして⾃⼰表現を反映する存在であることをさらに際⽴たせます。
2026 年モデルの HUNTER 350 が、⽇本の新世代ライダーにとって象徴的なオートバイとしての地位
を、今後も確固たるものにしていくと確信しています。」  



  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
新⾊：グラファイト‧グレイ 
⾃⼰表現のキャンバスとしての HUNTER のアイデンティティをさらに深めるべく、ロイヤルエンフィ
ールドは「グラファイト‧グレイ」をラインナップに加えました。 
 
グラファイト‧グレイは、都会のストリート‧グラフィティから着想を得たカラー＆グラフィック。ス
テルス感あふれる低いトーンを基調としながら、モダンな印象を造り上げました。そのなかに⼤胆なネ
オンイエローを注ぎ込むことで、強烈なインパクトを放ちます。ストリートの「今」を体現する、アテ
ィチュードを纏うためのルックです。 
 
 新型「HUNTER 350(ハンター‧サンゴーマル)」のグラファイト‧グレイは、2026 年 6⽉22⽇
(⽉)より、全国のロイヤルエンフィールド正規販売店において受注を開始いたします。 

 

HUNTER 350 
GRAPHITE GREY (グラファイト‧グレイ) 
650,100 円（税込） 
 

※記載の価格は全てメーカー希望⼩売価格（税込）  
※新⾞登録（届出）より 3 年間（⾛⾏距離無制限）保証  



  

 

＜ロイヤルエンフィールドについて＞ 
 1901 年の創業以来、ロイヤルエンフィールドは美しいオートバイを作り続けてきた⼆輪⾞ブランドです。そのルーツ
は英国にあり、1955 年にマドラス(現チェンナイ)に製造⼯場を設⽴。以来ロイヤルエンフィールドは、インドのミッド
サイズ‧モーターサイクルセグメントの成⻑を牽引してきました。ロイヤルエンフィールドのモーターサイクルは、美
しく、シンプルで親しみやすく、ライディングする楽しさに溢れた乗り物である。それは我々ロイヤルエンフィールド
が、⾃らを『Pure Motorcycling∕ピュア‧モーターサイクリング』と呼ぶ由縁です。 
 
 ロイヤルエンフィールドのプレミアムラインナップには、クルーザーの「METEOR 350(メテオ‧サンゴーマル)」、
650 パラレルツインモーターサイクルの「CLASSIC 650(クラシック‧ロクゴーマル)」「SUPER METEOR 650(スーパ
ー‧メテオ‧ロクゴーマル）」、「INT650(アイエヌティ‧ロクゴーマル）」、「CONTINENTAL GT650(コンチネンタ
ル‧ジーティー‧ロクゴーマル）」、アドベンチャー‧モーターサイクルでは「HIMALAYAN 450(ヒマラヤ‧ヨンゴーマ
ル）」、アイコニックな「GOAN CLASSIC 350(ゴアン クラシック‧サンゴーマル）」「BULLET 350(ブリット‧サンゴ
ーマル）」、「CLASSIC 350(クラシック‧サンゴーマル）」があります。また我々は 2024 年に、新しいシティ＆電動
モーターサイクルブランド『FLYNG FLEA(フライング‧フリー)』を発表しました。それはモダンなデザインと先進技術
を融合させた、都市型モビリティカテゴリーにおける我々の新たなチャレンジでもあります。 
 
 また我々ロイヤルエンフィールドは、世界各地でモーターサイクルイベントを企画しています。とくに、毎年 11⽉に
インド⻄海岸のリゾート地ゴアの美しいビーチに、世界中からロイヤルエンフィールド‧ライダーが集まるイベント
「Motoverse(モトバース)」や、ヒマラヤ⼭脈の⾼地を⾛る「Himalayan Odyssey(ヒマラヤン‧オデッセイ)」が有名で
す。世界中の⼈々がロイヤルエンフィールドを⾛らせる世界同⽇開催のライディングイベント「One Ride(ワンライ
ド)」も実施しています。 
 
 インドのトラック⼤⼿ Eicher Motors Limited(アイシャーモーターズ‧リミテッド)の⼀部⾨であるロイヤルエンフィ
ールドは、インドの主要都市に 2000 以上の店舗を構え、世界 60 カ国以上に 850近い店舗を展開しています。また、ロ
イヤルエンフィールドは、英国のブランティングソープとインドのチェンナイに 2 つのテクニカルセンターを有し、イ
ンドの都市チェンナイ近郊のオラガダムとヴァラムヴァダガルに 2 つの最新鋭の⽣産施設を運⽤しているほか、バング
ラデシュ、ネパール、ブラジル、タイ、アルゼンチン、コロンビアの 6ヶ所に近代的な CKD(コンプリート‧ノック‧ダ
ウン)組⽴⼯場も有しています。 

 
 
ロイヤルエンフィールドのブランドや製品に関する詳細は下記公式ウェブサイトをご覧ください。 
https://www.royalenfield.co.jp 
 
全国の ROYAL ENFIELD 正規販売店は下記よりご確認いただけます。 
https://www.royalenfield.co.jp/dealers/ 
 
本件に関するお問い合わせ先：ロイヤルエンフィールドジャパン(総輸⼊発売元:ピーシーアイ株式会社)  
https://www.royalenfield.co.jp 
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